
 

 

省エネ改修工事事例 

エステート鶴牧４・５住宅 
【建物概要】 

 所在地：東京都多摩市 

 構造規模： RC造地上 3～5階 356戸 

 竣工：1982年（築 31年） 

 

                        改修前の全景 → 

【リフォームの特徴】 

築３０年超の高経年既存低層共同住宅の省エネ性能を向上させると共に長寿命化を図ることを目的とし、居住者の負担を極

力軽くするため住みながら改修ができる、外断熱工法を採用した。断熱性能向上のため屋根・外壁の外断熱と樹脂内窓の設

置に加え、エネルギー（電気使用量）の見える化装置を設置し、居住者の省エネ行動の喚起を図った。この提案により本件は

平成２４年度住宅・建築物省 CO2先導事業に採択された。 

 

【工事項目】 

 外壁外断熱改修：湿式外断熱工法「アウサレーション（ドライビット）」 

 屋根外断熱改修：乾式外断熱工法（屋根スレート葺き） 

 樹脂製内窓の設置：プラスト（大信工業）を採用・一部真空ガラス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【改修後の状況】 

外断熱部分の外壁色を少し濃くすることにより、手摺 

や庇など塗装のみの白い部分との対比を付け、上品 

な外観の仕上りとなった。改修前から竣工後も引き続 

き居住者アンケートを行っているが、夏冬ともに冷暖 

房のききが良くなったとの声が寄せられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑ 改修後の全景 

 

 

省エネ改修工事 改修事例 

Vol. 

お問合わせ先 

株式会社 長谷工リフォーム 

 

  

 

  

 

 

  

 

 

 

↑ 出窓の納まり 

通り抜け部見上げ→ 

↓ 雁行型住棟 通り抜け型住棟 ↓ 

←妻側の階段 


